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革新的医薬品を継続的に創出し、提供することで、

世界中の人々の健康で豊かな生活に貢献する

ミッション・ビジョンミッション・ビジョン

Global

世界の主要地域に
自らが拠点を構えて、

自ら事業を
展開する企業

事業エリア拡大への挑戦

Pharma

経営資源を
医薬品事業に集中し、
革新的医薬品を継続的
に創出・提供する企業

アンメットメディカル
ニーズへの挑戦

Innovator
サイエンス・技術に

おけるイノベーションと
ビジネスモデルの
イノベーションを
実現する企業

新たなビジネスモデル
構築への挑戦

“ グローバル創薬型企業 ”“ グローバル創薬型企業 ”
Global Pharma Innovator の実現Global Pharma Innovator の実現
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プラス

第一三共のグローバル展開第一三共のグローバル展開

医薬品市場の拡大
より良い医療を求める動き
知的財産の環境整備

医薬品市場の拡大
より良い医療を求める動き
知的財産の環境整備

医薬品市場の成長鈍化
医療ニーズの高度化・多様化
医療経済性の重視

医薬品市場の成長鈍化
医療ニーズの高度化・多様化
医療経済性の重視

高齢化の進展

経済成長の鈍化 高い経済成長

人口の増加

先進国市場での成長を基盤に新興国市場の勢いを取り込む

５

世界の医薬品市場と第一三共のシェア世界の医薬品市場と第一三共のシェア

２００７年
医薬品市場

６,６３５ 億㌦

米国

２,８７８

第一三共の市場シェア

Ｇｌｏｂａｌ ０.９ %

新興７カ国 ０.１ %

日 本 ５.５ %

ＥＵ５カ国 ０.２ %

米 国 ０.６ %

ＥＵ５カ国 （フランス, ドイツ, 

イタリア, イギリス, スペイン）

１,５７４

日本

６５８

新興７カ国

６５２

その他

８７３

Source: IMS Health, MIDAS Quantum, December 2007
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医薬品市場の成長要因（2007年）医薬品市場の成長要因（2007年）

Source: IMS Health, MIDAS, Dec 2007
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４極営業基盤の拡充と生産性の向上４極営業基盤の拡充と生産性の向上

日 本

その他地域

米 国

欧 州

本国市場において
トップレベルのプレゼンスを持つ企業

循環器領域におけるトップ・ティア企業

２００７年度期初 ２００８年度末
２３００名 ２４００名
＊この他 ＯＴＣ向ＭＲとして１５０名

２００７年度期初 ２００８年度末
９００名 １８７０名

＊この他 ＬＰＩ に５０名

２００７年度期初 ２００８年度末
８００名 １２００名

２００７年度期初
７００名

その他地域を幅広くカバーし
貢献する企業

循環器領域におけるトップ・ティア企業

MR

MRMR

MR

Ｇｌｏｂａｌ Ｒｅａｃｈ

９
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営業利益を上回る研究開発投資営業利益を上回る研究開発投資
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出典：各社決算資料 国内企業2007年度、外国企業2007年

研究開発費

営業利益

%表示は研究開発費／（営業利益＋研究開発費）

５１％

３９％

３３％

９７％

３７％ ３３％

３６％

３０％

※

※買収したＭＧＩ社関連費用（インプロセスＲ＆Ｄ費840億円）などを含む、本来５５％。

億円 億円

１１

疾患領域の考え方疾患領域の考え方

癌 糖尿病

高血圧 感染症脂質異常症

自己免疫疾患/関節リウマチ血栓症

今後の成長エンジンとしてR&D投資を優先投入する領域

現在の収益基盤であり、今後も拡大・維持していく領域

R&Dの重点疾患領域R&Dの重点疾患領域

フランチャイズ領域フランチャイズ領域

１２



治療満足度と薬剤の貢献度治療満足度と薬剤の貢献度

治
療
に
対
す
る
薬
剤
の
貢
献
度

治
療
に
対
す
る
薬
剤
の
貢
献
度

治療の満足度治療の満足度

癌

高血圧

感染症

脂質異常症

財団法人ヒューマンサイエンス振興財団
平成１７年度（２００５）国内基盤技術調査報告書 －２０１５年の医療ニーズの展望－

糖尿病

血栓症

自己免疫疾患/関節リウマチ

１３

血栓症のターゲット血栓症のターゲット

さまざまな原因で血管中に血栓が形成され、心臓、肺、脳
などに塞栓が出来ることにより致死的な病態に陥る
血液凝固系と血小板が2大ターゲット

外科的手術

心房細動

動脈硬化

深部静脈血栓症

肺塞栓症静脈内血栓

脳梗塞

急性冠症候群

動脈内血栓

閉塞性動脈硬化症

血流鬱滞

血管壁損傷
血管壁粗面化

血液凝固系

血小板急性冠症候群
経皮的冠動脈形成術

１４

血栓症



抗血栓薬のリーディングカンパニーを目指して抗血栓薬のリーディングカンパニーを目指して

・効果が強い

・効果発現が早い

・薬効に安定性

プラスグレル

アスピリン

チクロピジン

クロピドグレル

抗血小板薬

血小板

動脈血栓

目標製品プロファイル

・ワーファリンと同等の有効性

・出血リスクが低く広い治療域

・肝毒性がない

DU-176b第一三共の

パイプライン

低分子ヘパリン

ワーファリン

抗凝固薬現在用いられて
いる主な薬剤

血液凝固系主なターゲット

静脈血栓

１５

血栓症

抗血小板剤：プラスグレル抗血小板剤：プラスグレル ベストインクラス

１６

血栓症

ACS-PCI* (TRITON TIMI-38)
２００７年１２月 米国NDA申請
２００８年２月 欧州MAA申請
２００８年９月２６日

米国食品医薬品庁（FDA）が処方薬ユーザーフィー法
（PDUFA：Prescription Drug User Fee Act）に基づく審査終了日
に新薬承認申請審査が完了せず、審査継続

ACS-MM** (TRILOGY ACS)
２００８年６月 Phase3開始

二重盲検、並行群間、実薬対照試験
血管再建術を予定していない不安定狭心症/非ST上昇心筋梗塞
の薬剤治療患者における、心血管死、心臓発作、または脳卒中
のリスク軽減に関して、プラスグレルの安全性と有効性をクロ
ピドグレルとの比較において評価
約10,000人の患者、800施設、35カ国
デューク大学(マグナス オーマン 医学博士）

*急性冠症候群

経皮的冠動脈形成術

**経皮的冠動脈形成術

を行わない急性冠症候群



抗血小板剤：プラスグレル抗血小板剤：プラスグレル

出典: IMS NPA Mar 2008 MAT Plavix Sales + NDTI (physician audit)

クロピドグレルの2007年適応症別米国売上げ

１７

14%

4%

17%

42%

23%

ACS MM

PCI/CABG

Stroke/TIA

PAD

Other

２００７年
米国

４,３５０M

血栓症

（社内資料）

経口抗Ⅹａ剤：ＤＵ-１７６ｂ経口抗Ⅹａ剤：ＤＵ-１７６ｂ

欧米：ＴＨＲ-ＶＴＥ* Phase2b終了
欧州心臓病学会（９月）にて公表済

日本：ＴＫＲ-ＶＴＥ* * Phase2b終了
アジア太平洋血栓止血学会（９月）にて公表済

グローバル：ＶＴＥ Phase3準備中

欧米：ＡＦ* * * Phase2b終了
米国血液学会議（１２月）にて公表予定

日本：ＡＦ* * * Phase2b終了

グローバル：ＡＦ* * * Phase3を年内に開始予定

ベストインクラスを目指し、厳格な用量設定試験を完了

ベストインクラス

*

* *

* * *

１８

股関節全置換術後の静脈血栓塞栓症予防
膝関節全置換術後の静脈血栓塞栓症予防
心房細動

血栓症



経口抗Ⅹａ剤：ＤＵ-１７６ｂ経口抗Ⅹａ剤：ＤＵ-１７６ｂ

* p=0.005 (vs ダルテパリン)   ** p<0.001(vs ダルテパリン)

血栓塞栓症抑制効果の用量依存性; p＜0.001 (Cochran-Armitage)

大出血および臨床的に重要な出血の用量依存的な増加はない

(n=170) (n=151) (n=158) (n=151)(n=144)

28.2% *

21.2% **

15.2% **

10.6% **

43.8%

0% 1.6% 1.8% 2.2% 2.3%

血栓塞栓症発生率

大出血および臨床的に重要な出血

(%)

１日１回投与 （QD）

股関節全置換術後における有効性・安全性（欧米）

欧州心臓病学会
(2008年9月2日, ミュンヘン) 
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１９

血栓症

癌のターゲット癌のターゲット

悪性化

ターゲット増殖因子

受容体

情報伝達

癌特異抗原

細胞周期

血管新生

抗体医薬
リンパ球

細胞分裂機能を抑制
する化学療法剤

癌細胞や癌組織の環
境に特異的に認めら
れる標的

分子標的薬
（低分子、抗体医薬）

２０

癌



研究テーマ研究テーマ 22

研究テーマ研究テーマ 33

研究テーマ研究テーマ 44

研究テーマ研究テーマ 11

癌領域のパイプライン癌領域のパイプライン

研究テーマ研究テーマ LL
研究テーマ研究テーマ JJ研究テーマ研究テーマ II
研究テーマ研究テーマ HH

DEDE--766766
ニモツズマブニモツズマブ

CSCS--10081008

探索研究探索研究 フェーズ３フェーズ３フェーズ２フェーズ２フェーズ１フェーズ１前臨床試験前臨床試験

U3U3研究テーマ③研究テーマ③

U3U3--12871287
HER3HER3

U3U3--15651565
HBHB--EGFEGF

U3U3研究テーマ②研究テーマ②
U3U3研究テーマ①研究テーマ①

導入品導入品

自社品自社品

U3U3

研究テーマ研究テーマ GG

研究テーマ研究テーマ FF

研究テーマ研究テーマ EE

研究テーマ研究テーマ AA

研究テーマ研究テーマ BB

研究テーマ研究テーマ CC

研究テーマ研究テーマ DD

CSCS--70177017

抗

体

低
分
子 抗体関連技術の

アライアンス

パイプライン補完
のためのM&A

２１

癌

AMGAMG 162162
denosumabdenosumab

抗体医薬：U3-1287 (抗HER3抗体)抗体医薬：U3-1287 (抗HER3抗体)

U3-1287

抗EGFR抗体

(アービタックス・

ニモツズマブ等)

EGFR
HER2 HER3HER3

HER3 へテロダイマー
受容体結合物質（リガンド）

ヘレグリン EGF

EGF

抗HER2抗体

(ハーセプチン等)

腫 瘍 増 殖

ＨＥＲ３ ： 第３のＥＧＦＲファミリー

多くの癌細胞で高発現
乳癌、消化管腫瘍、肺癌、膵癌、前立腺癌、皮膚癌等

ＨＥＲ３ヘテロダイマーは、ＨＥＲ２ホモダイマーやＥＧＦＲ
ホモダイマーに比べて、相対的に細胞増殖惹起能が高い

ファーストインクラス

２２

HER2 EGFR

癌



抗体医薬：AMG 162
(denosumab 抗RANKL抗体）

抗体医薬：AMG 162
(denosumab 抗RANKL抗体）

ファーストインクラス

２３

癌

骨吸収の鍵となるメディエーターであるRANKリガンドを
特異的にターゲットとする完全ヒト型モノクローナル抗体

癌の骨転移をターゲットしたグローバルPhase3試験を実施中

米国で、関節リウマチの骨破壊を対象とした Phase2試験を終了
（Amgen社)

閉経後骨粗鬆症に関して良好な成績
FREEDOM (Amgen社；米国骨代謝学会 9月)

糖尿病のターゲット糖尿病のターゲット

血中
グルコース

脂肪組織

グルコース取り込み

肝臓

糖新生

小腸

膵臓

インスリン分泌

グルコース吸収

筋肉

腎臓
グルコース排出

患者数が今後もグローバルに増え続けると予測されている
血中グルコースはさまざまな要因で制御されており、
単剤による継続的な血糖制御は実現できていない

２４

インスリン

糖尿病



糖尿病のパイプライン糖尿病のパイプライン

インスリン

メトフォルミン

PPAR-γ

SU剤 αグリコシダーゼ阻害剤

DPP-IV阻害剤 GLP-1

糖尿病は複数の病因による不均質な病態
臨床の現場でも複数の薬剤が併
用されている

２５

糖尿病

◆ ファスティック 速攻型食後血糖降下剤

◆ ウェルコール ２型糖尿病への効能追加(米国)

さまざまな作用メカニズムの
糖尿病薬が必要

◆ CS-011(リボグリタゾン) PPARγ作動 Phase3

◆ AJD101 新規作用メカニズム Phase2

◆ CS-1036 糖吸収阻害 Phase1

その他複数の作用メカニズムの、非臨床研究プロジェクト

自己免疫疾患・関節リウマチのターゲット自己免疫疾患・関節リウマチのターゲット

自己免疫疾患は、治療法の無いあるいは満足されていない疾患が多い
関節リウマチおよび乾癬、多発性硬化症、クローン病等難病とされる
自己免疫疾患患者数は近年増加している
関節リウマチの治療は長足の進歩を遂げつつあるが、まだまだ十分では
なく、治癒の可能性を高める薬が望まれている

リンパ球ﾏｸﾛﾌｧｰｼﾞ

破骨細胞

ターゲット

TNFα・IL-6等
ｻｲﾄｶｲﾝ

多発性多発性硬化症硬化症

クローン病クローン病

乾癬乾癬

関節リウマチリウマチ

denosumab

CS-0777

Phase 1 新規免疫調節薬
リンパ球を二次リンパ組織へとどめる
ことにより末梢血中のリンパ球数の減
少を引き起こし、自己免疫反応を抑制２６

自己免疫疾患・関節リウマチ



フランチャイズ領域フランチャイズ領域

オルメサルタン
カルシウム拮抗剤との合剤、利尿剤との合剤、

３剤合剤

糖尿病性腎症などの効能追加

レボフロキサシン
高用量（500mg）、新剤形（注射剤）

シタフロキサシン
重症感染症への適用

現在の事業を支えている疾患領域
ライフサイクルマネジメントを中心に
維持・拡大を目指す

高血圧 脂質異常症 感染症

２７

オルメサルタン

レボフロキサシン

シタフロキサシン

研究：幅広いサーチ研究：幅広いサーチ

アスビオファーマ Ｕ３ファーマ第一三共

幅広いネットワーク

２８



臨床開発：深いシミュレーション臨床開発：深いシミュレーション

上市

幅広いサーチ（研究）

適切なタイミングで絞り込む適切なタイミングで絞り込むGEMRADGEMRADで意思決定で意思決定

臨床入りの判断
POCの確認

タイミング良く
一気に絞り込む

アスビオアスビオ

UU３３

第一三共第一三共

申請

２９

ＧＥＭＲＡＤによる意思決定ＧＥＭＲＡＤによる意思決定

優先度変更
CS-8635、denosumab、CS-011など

開発中止
DZ-697bなど

導出検討
DJ-927、DC-159a、CS-023など

開発プロジェクトを、製品ポテンシャル、
事業性、領域戦略適合性など、複数の観点
から総合的に判断
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本日の内容

ミッション・ビジョン

Ｇｌｏｂａｌ

グローバル・リーチ

Ｐｈａｒｍａ

領域・製品戦略

Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ

今後の挑戦

医療技術と医薬品のトレンド医療技術と医薬品のトレンド

後発品（ｼﾞｪﾈﾘｯｸ）
市場の拡大

既存ﾌﾞﾛｯｸﾊﾞｽﾀｰ
の特許切れ

ゲノム
解析

●ゲノム診断・個別化医療
●遺伝子治療・再生医療

オーダーメイド
薬物療法の実現

新しい
医療価値
の提供

現在 将来

生活習慣病薬

研究開発のシフト
革新的新薬

（治療・予防）への挑戦

抗体医薬
分子標的薬

核酸医薬

生活習慣病を中心に
ﾌﾞﾛｯｸﾊﾞｽﾀｰ上市

医療満足度の向上

高血圧・脂質異常症など生活習慣病

ｱﾝﾒｯﾄ･ﾒﾃﾞｨｶﾙﾆｰｽﾞへの貢献

癌・血栓症・アルツハイマーなど

３２



ロングセラー

（特許が満了した製品）

新興国市場
（現在の市場サイズ小）

イノベーティブ
（特許で保護された製品）

先進国市場
（現在の市場サイズ大）

高成長

低成長

複眼経営によるハイブリッド･ビジネスモデル複眼経営によるハイブリッド･ビジネスモデル

■ 先進国市場における従来型ビジネスに新たな視点を加えた複眼経営

●先進国市場＋新興国市場 ●イノベーティブ＋ロングセラー

■ あらゆる市場ニーズへの対応による永続的な成長

３３

従来のコアビジネス 医療経済性の重視

人口増加、経済成長

プラス

Global Pharma Innovatorを目指しての挑戦

複眼経営・ハイブリッドビジネスモデル

Global

世界の主要地域に
自らが拠点を構えて、

自ら事業を
展開する企業

事業エリア拡大への挑戦

Pharma

経営資源を
医薬品事業に集中し、
革新的医薬品を継続的
に創出・提供する企業

アンメットメディカル
ニーズへの挑戦

Innovator
サイエンス・技術に

おけるイノベーションと
ビジネスモデルの
イノベーションを
実現する企業

新たなビジネスモデル
構築への挑戦

革新的医薬品を継続的に創出・提供することで、

世界中の人々の健康で豊かな生活に貢献する
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TEL: 03-6225-1126
FAX: 03-6225-1132

本資料に関するお問い合わせ先

第一三共株式会社

コーポレートコミュニケーション部

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の判断や仮定
によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。したがって実際の業績等は、予想数値とは
異なる結果となる可能性があります。


